
 

 

 

 

 

観光帆曳船  

夏の風物詩霞ケ浦の帆曳船は、明治１３年に考案されたものです。船を横に使い、風がはらんだ大きな帆と

の微妙なバランスが、見る人にすばらしい機能美を感じさせてくれます。以前はワカサギなどの捕る漁のため

の船でしたが、昭和４０年頃にトロール船の普及により急激に姿を消しました。現在は、観光用として見るこ

とができます。平成３０年３月「霞ヶ浦の帆引き網漁の技術」が国選択無形民俗文化財に選定されました。

 

期間／７月２１日（日）～１０月１４日（月・祝）の土・日・祝日  
問合せ／土浦市観光協会 
電話／０２９-８２４-２８１０ 
【帆曳船見学遊覧船】  
※【常陽観光】 １３時２５分便           ※【ラクスマリーナ】１３時３０分便 

電話／０９０-３３１３-５６８４           電話／０２９－８２２－２４３７ 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
※乗船場所／土浦港（霞ヶ浦） 

ジェットホイルつくば号 ホワイトアイリス号 

 
 

土浦桜まつり 2019 
3 月 23 日（土）から 4 月 7 日（日）の 16 日間、市内の桜の名所がライトアップやボンボ

リ等の装飾で彩られました。4 月 7 日には、亀城公園にて「桜～ライブ」、「うまいもん祭

り」、「フリーマーケット」などが開催されました。また、期間中の 3 月 30 日・31 日・4
月 6 日・7 日には、市内の桜の名所を巡る無料周遊バス（レトロバス）も運行され、多く

の方々で賑わい土浦の桜を満喫されました。 

つちうら魅力 ～再発見 
 

発行元：（一社）土浦市観光協会 〒３００－００４３ 茨城県土浦市中央一丁目３番１６号  

TEL ０２９－８２４－２８１０ FAX ０２９－８２４－２８１９ http://www.tsuchiura-kankou.jp 
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土浦の土産品は当店で 電話 029（824）6110 

土浦市観光情報物産センター「きらら館」 

レンガ蔵で味わう珈琲は格別です 電話 029（822）0081 

喫茶 蔵 土浦市中央 1-12-5 

 

 

 

 
 

土浦の名所をレンタサイクルで巡ろう！土浦まちかど蔵「大徳」では、自転車を貸し出しています。 

貸出時間 9:00～17:30：使用料 500 円/日（クロス 1,000 円）：保証金 1,000 円（返却時返金）  
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天
童
フ
ェ
ア 

　
天
保
４
年
か
ら
明
治
２
年
ま
で
の
間
、

現
在
の
天
童
市
の
一
部
に
土
浦
藩
の
領

地
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
的
関
係

を
将
来
に
向
け
て
い
こ
う
と
平
成
12
年

に
観
光
物
産
交
流
に
関
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
締
結
後
19
年
に
な
る
今
回

も
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
を
中
心
と
し
た
物

産
展
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
／
６
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
（
22
日
の
小

町
の
館
・
Ｊ：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
午

後
３
時
ま
で
）

会
場
／
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵
・
小
町
の
館
・

Ｊ：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム
土
浦
は
22
日
の

み天
童
市
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
山
形
県
天
童
市
は
人
口
約
６
万
２
千

人
、
面
積
約
１
１
３
ｋ
㎡
の
観
光
都
市

で
す
。
将
棋
の
駒
と
温
泉
は
全
国
的
に

も
有
名
で
春
の
天
童
桜
ま
つ
り
「
人
間

将
棋
」、
紅
花
、
紅
葉
、
ス
キ
ー
と
年
間

を
通
し
て
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
一
の
生
産
高
を
誇
る
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
桃
、
り
ん

ご
、
ぶ
ど
う
と
フ
ル
ー
ツ
王
国
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
果
物
の
ま
ち
で
す
。

 

 

第
20
回
小
野
小
町
文
芸
賞

　
短
歌
・
俳
句
作
品
募
集

募
集
条
件
　
未
発
表
の
短
歌
・
俳
句
作

品
（
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。）　
２
首
・

句
１
組
（
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。）

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
か
Ａ
４

判
の
用
紙
に
２
首
・
句
組
１
０
０
０
円

（
定
額
小
為
替
）
を
同
封
す
る
か
、
同
観

光
協
会（
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵「
大
徳
」内
）

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
時
期

６
月
１
日
（
土
）
か
ら
９
月
20
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
先
・
問
合
せ
先

〒
３
０
０
|

０
０
４
３

土
浦
市
中
央
１
|

３
|

16

土
浦
市
観
光
協
会
「
常
陸
国
・
小
野
小

町
文
芸
賞
」
係

電
話
／
０
２
９
|

８
２
４
|

２
８
１
０

第
20
回
記
念
小
野
小
町
文
芸
賞

特
別
講
演
会

※

短
歌
　
７
月
10
日
（
水
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
12
時

　
講
師
　
三
枝
　
昻
之
先
生

　
演
題
『
短
歌
で
振
り
返
る
平
成
と
い

う
時
代
』

※

俳
句
　
７
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
12
時

　
講
師
　
今
瀬
　
剛
一
先
生

　
演
題
『
俳
句
で
こ
ん
に
ち
は
』

会
場
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

両
日
と
も
定
員
１
０
０
名
（
先
着
順
・

入
場
は
無
料
で
す
）

　
な
お
、
今
回
は
20
回
記
念
と
し
て
講

演
会
終
了
後
（
12
時
〜
）、
講
師
の
先
生

を
囲
ん
で
昼
食
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

定
員
／
先
着
50
名
・
会
費
／
２
０
０
０

円

会
場
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
13
階
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
・ヴ
ォ
ジ
ュ
ー
ル

応
募
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
９
|

８
２
４
|

２
８
１
９

問
合
せ
／
土
浦
市
観
光
協
会
　

小
野
小
町
文
芸
賞
歴
代
短
歌
俳
句

大
賞
作
品
・
墨
流
し
作
品
展
示
会

期
間
／
６
月
７
日
（
金
）
か
ら
16
日
（
日
）

時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

期
間
中
の
日
曜
日
（
午
後
１
時
〜
３
時
）

に
は
、
墨
磨
り
体
験
も
開
催
し
ま
す
。

　
四
種
類
の
有
名
な
硯
、
端
渓
硯
・
歙

州
硯
・
泥
硯
・
洮
河
緑
石
硯
に
て
中
国

の
古
い
墨
を
磨
り
、
墨
汁
の
感
触
、
色

の
違
い
が
体
験
で
き
ま
す
。

 

「
自
転
車
の
ま
ち
土
浦
」
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う
！

　
西
に
は
紫
峰
「
筑
波
山
」
を
望
み
、

東
に
は
霞
ヶ
浦
の
湖
上
を
渡
る
風
が
心

地
よ
い
「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
」。
県
道
桜
川
土
浦
潮
来
自
転
車
道
と

霞
ヶ
浦
湖
岸
道
路
を
合
わ
せ
た
全
長
約

１
８
０
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
市
内
の

名
所
め
ぐ
り
に
は
、
便
利
な
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵
「
大
徳
」
で
は
、

シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
（
20
台
）・
ク
ロ
ス
バ

イ
ク
（
８
台
）・
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
ク
ル
（
５

台
）
の
３
車
種
で
す
。

　
こ
の
季
節
は
筑
波
山
麓
は
新
緑
で
と

て
も
き
れ
い
で
す
。

　
名
所
巡
り
や
自
然
散
策
、
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
「
土
浦
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
貸
出
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分

　
料
金
　
シ
テ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
　
１
０
０
０
円

（
保
証
金
１
０
０
０
円
・
返
却
時
返
金
）

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス（
一
例
）

　
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵
　

　
　
　
←
　
　
　   
７
０
０
㍍

　
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

　
　
　
←
　
　     

３
７
０
０
㍍

　
虫
掛
休
憩
所
　

　
　
　
←
　
　     

３
８
０
０
㍍

　
藤
沢
休
憩
所
　

　
　
　
←
　
　     

７
８
０
０
㍍

　
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵

問
合
せ
／
（
一
社
）
土
浦
市
観
光
協
会
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イ
ク
（
８
台
）・
ジ
ュ
ニ
ア
サ
イ
ク
ル
（
５

台
）
の
３
車
種
で
す
。

　
こ
の
季
節
は
筑
波
山
麓
は
新
緑
で
と

て
も
き
れ
い
で
す
。

　
名
所
巡
り
や
自
然
散
策
、
つ
く
ば
霞
ヶ

浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
「
土
浦
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
貸
出
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分

　
料
金
　
シ
テ
ィ
・
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
　
１
０
０
０
円

（
保
証
金
１
０
０
０
円
・
返
却
時
返
金
）

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス（
一
例
）

　
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵
　

　
　
　
←
　
　
　   

７
０
０
㍍

　
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

　
　
　
←
　
　     

３
７
０
０
㍍

　
虫
掛
休
憩
所
　

　
　
　
←
　
　     

３
８
０
０
㍍

　
藤
沢
休
憩
所
　

　
　
　
←
　
　     

７
８
０
０
㍍

　
土
浦
ま
ち
か
ど
蔵

問
合
せ
／
（
一
社
）
土
浦
市
観
光
協
会

 



 

 

 

 

 

観光帆曳船  

夏の風物詩霞ケ浦の帆曳船は、明治１３年に考案されたものです。船を横に使い、風がはらんだ大きな帆と

の微妙なバランスが、見る人にすばらしい機能美を感じさせてくれます。以前はワカサギなどの捕る漁のため

の船でしたが、昭和４０年頃にトロール船の普及により急激に姿を消しました。現在は、観光用として見るこ

とができます。平成３０年３月「霞ヶ浦の帆引き網漁の技術」が国選択無形民俗文化財に選定されました。

 

期間／７月２１日（日）～１０月１４日（月・祝）の土・日・祝日  
問合せ／土浦市観光協会 
電話／０２９-８２４-２８１０ 
【帆曳船見学遊覧船】  
※【常陽観光】 １３時２５分便           ※【ラクスマリーナ】１３時３０分便 

電話／０９０-３３１３-５６８４           電話／０２９－８２２－２４３７ 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
※乗船場所／土浦港（霞ヶ浦） 

ジェットホイルつくば号 ホワイトアイリス号 

 
 

土浦桜まつり 2019 
3 月 23 日（土）から 4 月 7 日（日）の 16 日間、市内の桜の名所がライトアップやボンボ

リ等の装飾で彩られました。4 月 7 日には、亀城公園にて「桜～ライブ」、「うまいもん祭

り」、「フリーマーケット」などが開催されました。また、期間中の 3 月 30 日・31 日・4
月 6 日・7 日には、市内の桜の名所を巡る無料周遊バス（レトロバス）も運行され、多く

の方々で賑わい土浦の桜を満喫されました。 

つちうら魅力 ～再発見 
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